






















幼児定期健康診査プログラム

研究目的

　中央児童福祉審議会答申(昭和 49 年 11 月 28 日付)「当面推進すべき児童福

祉対策について」においても唱われているごとく,将来乳幼児保健サービスの

行政政策においては,乳幼児の定期健康診査を中軸とする健康サーべーラン

ス・システムの確立は,最重点施策とさるべきものである。最近 20年間に先進

諸国における小児の保健医療は著しく変貌し,包括的健康管理(comorehensive

health care)に志向してきており,これには,成長発達のサーべーランス,栄養

指導,予防接種,行動上の問題についての予防的指導,リスク児の追跡管理,急性

の軽微疾患の治療などがふくまれている。


